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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第４区分
【発行日】平成31年3月7日(2019.3.7)

【公開番号】特開2017-144745(P2017-144745A)
【公開日】平成29年8月24日(2017.8.24)
【年通号数】公開・登録公報2017-032
【出願番号】特願2017-112022(P2017-112022)
【国際特許分類】
   Ｂ４１Ｊ   2/175    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ４１Ｊ    2/175    １１９　
   Ｂ４１Ｊ    2/175    １１５　
   Ｂ４１Ｊ    2/175    １４１　

【手続補正書】
【提出日】平成31年1月25日(2019.1.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　液体収納部に液体を収納する液体収納容器であって、
　第一の面と、前記第一の面と反対側の面である第二の面とを有し、
　前記第一の面には、液体を供給する供給口が開口しており、
　前記液体収納部は、重力方向下方の面となる底面に、前記第一の面側から前記第二の面
側に向かって重力方向下方に傾斜する第一の傾斜面と、前記第一の面側から前記第二の面
側に向かって重力方向上方に傾斜する第二の傾斜面と、前記第一の面側から第二の面側に
向かって重力方向上方に傾斜する第三の傾斜面とを、前記第一の面側からこの順に有し、
　前記第二の傾斜面の水平方向に対する傾斜角は、前記第三の傾斜面の水平方向に対する
傾斜角と異なることを特徴とする液体収納容器。
【請求項２】
　前記供給口から前記液体収納部に供給される液体は、前記第一の傾斜面に沿って流れ、
前記第二の傾斜面に到達すると前記第二の傾斜面に沿って重力方向上方に流れる請求項１
に記載の液体収納容器。
【請求項３】
　前記第一の面は、記録装置に装着される際に前記記録装置側の面となる面である請求項
１または２に記載の液体収納容器。
【請求項４】
　前記第一の傾斜面は、記録装置が有する供給管が前記供給口に挿入された際に、前記供
給管の開口と対向する位置にある請求項１乃至３のいずれか１項に記載の液体収納容器。
【請求項５】
　前記第二の傾斜面は、前記第三の傾斜面よりも重力方向下方に位置する請求項１乃至４
のいずれか１項に記載の液体収納容器。
【請求項６】
　前記第一の傾斜面と、前記供給口の延在方向に平行な面とがなす角度θ１は、１０°以
上である請求項１乃至５のいずれか１項に記載の液体収納容器。
【請求項７】
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　前記第一の傾斜面と、前記供給口の延在方向に平行な面とがなす角度θ１は、４５°以
下である請求項１乃至６のいずれか１項に記載の液体収納容器。
【請求項８】
　前記第二の傾斜面と、前記供給口の延在方向に対して垂直な面とがなす角度θ２は、３
０°以上である請求項１乃至７のいずれか１項に記載の液体収納容器。
【請求項９】
　前記第二の傾斜面と、前記供給口の延在方向に対して垂直な面とがなす角度θ２は、６
０°以下である請求項１乃至８のいずれか１項に記載の液体収納容器。
【請求項１０】
　前記第二の傾斜面と、前記供給口の延在方向に対して垂直な面とがなす角度θ２は、前
記第一の面から前記第二の傾斜面の重力方向で最下方の点までの水平方向の距離をＸ、前
記点から液面までの重力方向の高さをＨ、前記第一の面と前記第二の面との水平方向の距
離をＬとしたときに、
（Ｌ／２）／２－Ｈｔａｎθ２≦Ｘ≦Ｌ／２－Ｈｔａｎθ２
　を満たす請求項１乃至９のいずれか１項に記載の液体収納容器。
【請求項１１】
　前記第一の傾斜面は側壁を備えている請求項１乃至１０のいずれか１項に記載の液体収
納容器。
【請求項１２】
　前記第一の傾斜面と前記第二の傾斜面との間の領域の重力方向下方の部分は、前記第一
の面から前記第二の面に向かって重力方向下方に傾斜している請求項１乃至１１のいずれ
か１項に記載の液体収納容器。
【請求項１３】
　前記液体は顔料を含有する請求項１乃至１２のいずれか１項に記載の液体収納容器。
【請求項１４】
　前記供給口から前記液体収納部の内部に延在する弾性部材を有し、前記第一の傾斜面は
前記弾性部材の重力方向下方で直下に位置する請求項１乃至１３のいずれか１項に記載の
液体収納容器。
【請求項１５】
　前記第二の傾斜面と前記第三の傾斜面とは、前記第二の傾斜面の前記第二の面側の端部
と前記第三の傾斜面の前記第一の面側の端部とが接続することで連続的につながっている
請求項１乃至１４のいずれか１項に記載の液体収納容器。
【請求項１６】
　請求項１乃至１５のいずれか１項に記載の液体収納容器が装着され、液体を吐出する液
体吐出ヘッドを有することを特徴とする記録装置。
【請求項１７】
　前記液体収納容器の供給口には記録装置が有する供給管が挿入されており、前記供給管
の開口と前記第一の傾斜面とが対向している請求項１６に記載の記録装置。
【請求項１８】
　前記供給管から前記液体収納部に供給される液体は、前記第一の傾斜面に沿って流れ、
前記第二の傾斜面に到達すると前記第二の傾斜面に沿って重力方向上方に流れる請求項１
６または１７に記載の記録装置。
【請求項１９】
　前記液体収納部の液体は、記録装置の内部に吸引され、その後で前記液体収納部に戻さ
れることで前記液体収納部に供給される請求項１６乃至１８のいずれか１項に記載の記録
装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【０００８】
　上記課題は、以下の本発明によって解決される。即ち本発明は、液体収納部に液体を収
納する液体収納容器であって、第一の面と、前記第一の面と反対側の面である第二の面と
を有し、前記第一の面には、液体を供給する供給口が開口しており、前記液体収納部は、
重力方向下方の面となる底面に、前記第一の面側から前記第二の面側に向かって重力方向
下方に傾斜する第一の傾斜面と、前記第一の面側から前記第二の面側に向かって重力方向
上方に傾斜する第二の傾斜面と、前記第一の面側から第二の面側に向かって重力方向上方
に傾斜する第三の傾斜面とを、前記第一の面側からこの順に有し、前記第二の傾斜面の水
平方向に対する傾斜角は、前記第三の傾斜面の水平方向に対する傾斜角と異なることを特
徴とする液体収納容器である。
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